


３　事務分掌　
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•学校教育の基本方針の企画立案に関す
ること。

•教職員の研究及び研修に関すること。
•教育課程，学習指導及び生徒指導に関

すること。
•通学区域に関すること。
•学級編制及び教職員組織に関するこ

と。
•学齢児童，生徒の就学，入学及び転退

学に関すること。
•学校の管理運営に関すること。
•教職員の人事及び給与に関すること。

•教科用図書の無償給与に関すること。
•教科用図書の採択及び教科用図書その

他の教材の取扱いに関すること。
•教職員の免許に関すること。
•教職員団体に関すること。
•外国語指導事業に関すること。
•教育資料の調査並びに資料収集及び整

理作成に関すること。
•児童及び生徒の安全に関すること。
•教育相談に関すること。
•その他学校教育の指導に関すること。

③②

•教育行政の総合的な企画及び調整に関
すること。

•教育行政施策の普及及び広報に関する
こと。

•教育委員会の会議に関すること。
•公印の管理に関すること。
•所掌事務に係る条例，規則及び訓令に

関すること。
•公告式に関すること。
•市費職員の人事，給与，勤務時間その

他勤務条件に関すること。
•市費職員の研修及び福利厚生に関する

こと。
•市費職員の服務に関すること。
•儀式，表彰及び交際に関すること。
•教育行政に係る相談に関すること。
•陳情及び請願に関すること。
•教育委員会の予算及び決算の総括並び

に予算執行の調整に関すること。
•教育行財政の調査統計に関すること。
•市長部局及び他の関係機関との連絡調

整に関すること。
•文書の収受，整理保管及び発送に関す

ること。
•情報ネットワーク及び情報公開に関す

ること。

•教育長及び教育次長の秘書に関するこ
と。

•教育施設の整備計画に関すること。
•教育施設の営繕に関すること。
•教育施設の調査研究に関すること。
•教職員住宅の管理運営に関すること。
•教育財産の維持管理，取得及び処分に

関すること。
•物品の調達及び備品総括管理に関する

こと。
•教職員の福利厚生に関すること。
•学校保健に関すること。
•学校医，学校歯科医及び学校薬剤師に

関すること。
•就学援助及び就学奨励に関すること。
•広島県地域改善対策高等学校等進学奨

励事業奨学金に関すること。
•市奨学金に関すること。
•課内行政の総合的な企画及び調整並び

に課内の進行管理に関すること。
•課内の予算及び決算の総括並びに予算

執行の調整に関すること。
•課の庶務に関すること。
•他課・係の所掌に属さない事務に関す

ること。

•生涯学習の振興に関すること。
•生涯学習に関する調査研究及び資料収集

に関すること。
•社会教育の基本方針の企画立案に関する

こと。
•社会教育関係団体に関すること。
•社会教育委員に関すること。
•公民館，図書館その他社会教育施設の管

理運営に関すること。
•放課後児童健全育成に関すること。
•家庭教育に関すること。
•青少年教育に関すること。
•成人教育に関すること。
•情報教育に関すること。
•人権教育に関すること。
•芸術文化振興の基本方針の企画立案に関

すること。
•文化財の調査，保護保存及び文化財保護

委員に関すること。

•芸術・文化関係団体に関すること。
•文化施設の管理運営に関すること。
•その他社会教育及び芸術・文化の振興に

関すること。
•スポーツ振興の基本方針の企画立案に関

すること。
•スポーツ・レクリエーションの普及及び

振興に関すること。
•社会体育施設の管理運営に関すること。
•社会体育関係団体に関すること。
•その他体育・スポーツ活動の振興に関す

ること。
•課内行政の総合的な企画及び調整並びに

課内の進行管理に関すること。
•課内の予算及び決算の総括並びに予算執

行の調整に関すること。
•課の庶務に関すること。
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役職名

教育長

　教育委員（教育長職務代理者）

教育委員

教育委員

教育委員

氏　　名

御堂岡　　　健

三　島　雅　司

樋　上　美由紀

　柳　川　政　憲　

今　井　絵里子

任　　期

自　平成29年４月１日

至　平成32年３月31日

自　平成26年４月１日

至　平成30年３月31日

自　平成28年４月１日

至　平成32年３月31日

自　平成29年４月１日

至　平成33年３月31日

自　平成27年４月１日

至　平成31年３月31日

御堂岡教育長 今井教育委員柳川教育委員三島教育委員 樋上教育委員

２　教育委員等

１　概要

　　江田島市教育委員会

　　〒737-2213

 　　広島県江田島市大柿町大原５３５番地２（大柿公民館１階）

　　　ＴＥＬ.0823(40)3035 代表（学校教育課総務係）

　　　　　　 0823(40)3036（学校教育課指導係）　0823(40)3037（生涯学習課）

　　　ＦＡＸ.0823(57)2711（各課共通）

　　　ＵＲＬ：http://www.edc.etajima.hiroshima.jp/

　　　E-mail：gakkou@city.etajima.hiroshima.jp  （学校教育課）

　　　　　　  gakusyuu@city.etajima.hiroshima.jp（生涯学習課）

大柿公民館
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平成29年度 平成28年度 前年度比

予算額 構成比 予算額 構成比 金額

議会費 187,378 1.2% 188,899 1.2% -1,521

総務費 2,697,712 17.0% 3,081,370 19.6% -383,658

民生費 4,841,556 30.5% 4,637,814 29.4% 203,742

衛生費 919,737 5.8% 909,103 5.8% 10,634

労働費 32,042 0.2% 32,006 0.2% 36

農林水産業費 634,014 4.0% 671,119 4.3% -37,105

商工費 214,753 1.4% 187,455 1.2% 27,298

土木費 1,285,661 8.1% 1,288,553 8.2% -2,892

消防費 890,850 5.6% 655,637 4.2% 235,213

教育費 1,100,995 6.9% 1,150,872 7.3% -49,877

教育総務費 250,633 238,964 11,669

教育委員会費 1,917 1,818 99

事務局費 122,614 121,420 1,194

教育振興費 126,102 115,726 10,376

小学校費 113,121 111,480 1,641

学校管理費 99,870 98,094 1,776

教育振興費 13,251 13,386 -135

学校建設費 0 0 0

中学校費 119,866 141,644 -21,778

学校管理費 107,681 121,342 -13,661

教育振興費 12,185 20,302 -8,117

学校建設費 0 0 0

社会教育費 287,766 302,977 -15,211

社会教育総務費 131,627 134,113 -2,486

文化振興費 6,602 6,908 -306

公民館費 93,077 111,514 -18,437

図書館費 32,363 29,998 2,365

人権教育費 1,730 1,730 0

文化財保護費 3,808 632 3,176

学びの館費 3,911 4,047 -136

環境館費 14,648 14,035 613

保健体育費 329,609 355,807 -26,198

保健体育総務費 10,734 11,359 -625

体育施設費 84,819 121,629 -36,810

学校給食費 234,056 222,819 11,237

災害復旧費 19,000 0.1% 31,000 0.2% -12,000

公債費 2,151,980 13.6% 2,107,106 13.4% 44,874

諸支出金 849,322 5.4% 784,066 5.0% 65,256

予備費 25,000 0.2% 25,000 0.2% 0

合計 15,850,000 100.0% 15,750,000 100.0% 100,000

 （単位：千円）
５　教育行政方針の概要

⑤④

４　一般会計予算（歳出・目的別）

 

 

 
 

 

 

 

　子どもたちが夢や目標を持って学び，育ち，市民一人ひとりが，生涯を通じて，学び，活動

し，生きがいを感じ輝くことは，豊かな暮らしの基盤となります。

　このため，学校教育では，児童生徒の生きる力を育むことを目指し，「確かな学力」，「豊か

な心」，「健やかな体」をバランスよく育成し，その水準の向上に努めます。

　また，生涯学習では，公民館活動などの社会教育をはじめ，スポーツ振興における普及・

啓発活動や，文化・芸術・スポーツにおける学習機会の確保と教育環境の整備・充実により，

「人が育ち，輝くまち」を目指します。

＜施策の目標（目指す姿）＞

生きる力が育まれ，信頼される学校づくりが進んでいます

学校教育の充実

１　学校教育の内容（小中学校）
　各調査結果を分析し，授業改善等を行うことにより，「確かな学力」，「豊かな心」，「健やか

な体」をバランスよく育成し，その水準を向上させます。

　また，急速に進展するグローバル化や情報化への対応を図ります。

平成26年度 平成25年度 前年度比

予算額 構成比 予算額 構成比 金額

議会費 179,820 1.3% 180,047 1.2% -227

総務費 2,009,232 14.1% 2,314,283 15.1% -305,051

民生費 4,065,606 28.4% 4,126,608 27.0% -61,002

衛生費 970,376 6.8% 1,006,704 6.6% -36,328

労働費 36,783 0.3% 31,304 0.2% 5,479

農林水産業費 612,640 4.3% 663,593 4.3% -50,953

商工費 169,736 1.2% 165,191 1.1% 4,545

土木費 1,201,863 8.4% 1,825,001 12.0% -623,138

消防費 681,319 4.8% 640,133 4.2% 41,186

教育費 1,109,430 7.8% 1,863,533 12.2% -754,103

教育総務費 221,903 207,830 14,073

教育委員会費 1,867 2,016 -149

事務局費 118,021 109,675 8,346

教育振興費 102,015 96,139 5,876

小学校費 143,153 132,085 11,068

学校管理費 129,260 117,775 11,485

教育振興費 13,893 14,310 -417

学校建設費 0 0 0

中学校費 97,034 944,665 -847,631

学校管理費 83,750 68,568 15,182

教育振興費 13,284 13,609 -325

学校建設費 0 862,488 -862,488

社会教育費 256,761 251,070 5,691

社会教育総務費 112,448 125,551 -13,103

文化振興費 6,196 5,261 935

公民館費 80,551 64,437 16,114

図書館費 31,782 31,006 776

人権教育費 1,715 1,670 45

文化財保護費 592 413 179

学びの館費 3,821 3,744 77

環境館費 19,656 18,988 668

保健体育費 390,579 327,883 62,696

保健体育総務費 10,178 10,223 -45

社会体育施設管理費 59,986 54,539 5,447

学校給食費 320,415 263,121 57,294

災害復旧費 16,000 0.1% 13,004 0.1% 2,996

公債費 2,331,806 16.3% 2,321,779 15.2% 10,027

諸支出金 888,389 6.2% 93,820 0.6% 794,569

予備費 25,000 0.2% 25,000 0.2% 0

合計 14,298,000 100.0% 15,270,000 100.0% -972,000



 （単位：千円）
５　教育行政方針の概要

⑤④

４　一般会計予算（歳出・目的別）

 

 

 
 

 

 

 

　子どもたちが夢や目標を持って学び，育ち，市民一人ひとりが，生涯を通じて，学び，活動

し，生きがいを感じ輝くことは，豊かな暮らしの基盤となります。

　このため，学校教育では，児童生徒の生きる力を育むことを目指し，「確かな学力」，「豊か

な心」，「健やかな体」をバランスよく育成し，その水準の向上に努めます。

　また，生涯学習では，公民館活動などの社会教育をはじめ，スポーツ振興における普及・

啓発活動や，文化・芸術・スポーツにおける学習機会の確保と教育環境の整備・充実により，

「人が育ち，輝くまち」を目指します。

＜施策の目標（目指す姿）＞

生きる力が育まれ，信頼される学校づくりが進んでいます

学校教育の充実

１　学校教育の内容（小中学校）
　各調査結果を分析し，授業改善等を行うことにより，「確かな学力」，「豊かな心」，「健やか

な体」をバランスよく育成し，その水準を向上させます。

　また，急速に進展するグローバル化や情報化への対応を図ります。

平成26年度 平成25年度 前年度比

予算額 構成比 予算額 構成比 金額

議会費 179,820 1.3% 180,047 1.2% -227

総務費 2,009,232 14.1% 2,314,283 15.1% -305,051

民生費 4,065,606 28.4% 4,126,608 27.0% -61,002

衛生費 970,376 6.8% 1,006,704 6.6% -36,328

労働費 36,783 0.3% 31,304 0.2% 5,479

農林水産業費 612,640 4.3% 663,593 4.3% -50,953

商工費 169,736 1.2% 165,191 1.1% 4,545

土木費 1,201,863 8.4% 1,825,001 12.0% -623,138

消防費 681,319 4.8% 640,133 4.2% 41,186

教育費 1,109,430 7.8% 1,863,533 12.2% -754,103

教育総務費 221,903 207,830 14,073

教育委員会費 1,867 2,016 -149

事務局費 118,021 109,675 8,346

教育振興費 102,015 96,139 5,876

小学校費 143,153 132,085 11,068

学校管理費 129,260 117,775 11,485

教育振興費 13,893 14,310 -417

学校建設費 0 0 0

中学校費 97,034 944,665 -847,631

学校管理費 83,750 68,568 15,182

教育振興費 13,284 13,609 -325

学校建設費 0 862,488 -862,488

社会教育費 256,761 251,070 5,691

社会教育総務費 112,448 125,551 -13,103

文化振興費 6,196 5,261 935

公民館費 80,551 64,437 16,114

図書館費 31,782 31,006 776

人権教育費 1,715 1,670 45

文化財保護費 592 413 179

学びの館費 3,821 3,744 77

環境館費 19,656 18,988 668

保健体育費 390,579 327,883 62,696

保健体育総務費 10,178 10,223 -45

社会体育施設管理費 59,986 54,539 5,447

学校給食費 320,415 263,121 57,294

災害復旧費 16,000 0.1% 13,004 0.1% 2,996

公債費 2,331,806 16.3% 2,321,779 15.2% 10,027

諸支出金 888,389 6.2% 93,820 0.6% 794,569

予備費 25,000 0.2% 25,000 0.2% 0

合計 14,298,000 100.0% 15,270,000 100.0% -972,000

●授業改善等による学力の定着・向上
学力調査の結果の分析等を通して，授業改善等を行い，学力
の定着・向上を図ります。

●発達段階に応じた道徳教育及び
人権教育の推進

各教科等での指導や体験活動を充実させるとともに，家庭や地域と
連携し，発達段階に応じた道徳教育及び人権教育を推進します。

●集団宿泊活動や自然体験活動等の
体験活動の推進

小学校における集団宿泊活動の充実や，「里海」を教育資源
とした自然体験活動の充実を図ります。

●自己指導能力を育成する生徒指導
の充実

いじめの防止等の取組など，生徒指導体制の確立を図るととも
に，児童生徒の問題行動等の未然防止や早期対応に努めます。

●体力つくりの場の充実等による体
力 ・ 運動能力の向上

体力・運動能力調査の結果分析を活用した授業・スポーツ活
動の実施及び部活動の活性化を図ります。

●学校 ・ 家庭 ・ 地域が一体となった
食育の推進

食に関する正しい知識や望ましい食習慣を身につけるとと
もに，家庭や地域と連携した食育の取組を推進します。

●言語活動の充実等によることばの
教育の推進

言語活動の充実により，児童生徒の言語に関する能力を向
上させ，思考力，判断力，表現力等の育成を図ります。

●発達段階に応じた系統的なキャリア
教育の推進

中学校の職場体験学習をはじめ，発達段階に応じたキャリ
ア教育を推進します。

●教育的ニーズに応じた特別支援教
育の充実

児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し，適切な指導や
必要な支援を行います。

●江田島市内の校種間(小・中・高・特
別支援学校)連携の推進

校種間の連携により，教育課題の検討，児童生徒の交流及
び教職員研修の充実等を図ります。

●グローバル化 ・ 情報化に対応する
教育の推進

外国語指導助手の活用等を通じて，小学校の外国語活動及び
中学校の英語教育の充実を図ります。また，ＩＣＴを活用し
た授業の充実を図るとともに，情報モラルの育成を図ります。

【主な取組】



項目 主な内容 

(1) 教職員の指導力の向上
 ○学校訪問指導や研修会の充実 
○市内小・中学校の自主的な教育研究グループの支援 
○研究指定校研究会における成果の普及 

(2) 開かれた学校づくり
 

 

○ホームページや学校便り，江田島市広報などによる各学校の

取組や現状について積極的な情報発信 
○大柿高等学校と市内中学校との連携を充実させ，大柿高等学

校の活性化を支援 

(3) 学校・家庭・地域の連

携による教育活動の推

進 

○小・中学校の連携による教育活動の推進 
○学校・家庭・地域と連携したボランティア活動など体験活動

の充実 
○生徒指導上の諸問題や不登校児童生徒への対応における関

係機関等との連携の充実 

＜生涯学習課＞ 

生活の基盤となる豊かな家庭づくり 

 

１ 家庭・地域が連携した教育力の育成 

日常生活や地域における様々な営みは，子どもの知・徳・体・食のバランスのとれた発達

や，郷土を愛する心の育成などに大きく影響することを踏まえ，家庭の教育力の向上や学

校・家庭・地域が連携した教育活動を推進します。 
【具体的施策】 

項目 主な内容 

(1)家庭の教育力の向上 ○ＰＴＡ対象の家庭教育に係る講演，研修等の機会の提供，

支援 
(2)学校・家庭・地域の連携

による教育活動の推進 ○ＰＴＡ活動及び子ども会活動等の支援 

３ 教育環境の整備 

児童・生徒の安全の確保といきいきと学び，活動できる学校づくりを進めていくため，学

校施設の計画的な整備・改善や学校の再編，通学路の安全確保などに取り組みます。 

項目 主な内容 

(1)子どもの安全・安心と健

康の確保
 

 

○通学路における歩道の設置や改善，交通安全施設の整備など

総合的な対策の推進 
○お知らせや緊急情報などのメール配信サービスの構築，運用 

(2)学校施設等の計画的な整 
 備 

○校舎や屋内運動場の耐震大規模改修及び改築の実施 
○安全でおいしい給食を効率的に提供するために，学校給食
共同調理場を整備  

(3)学校規模の適正化 

○円滑な学校統合に向けた調整や教育環境の整備，取組状況に

ついての積極的な情報発信 
○遠距離通学の児童・生徒に対するスクールバス運行や路線バ

ス通学に対する支援 

２ 「生きる力」の基礎的資質の育成 

子どもの「生きる力」をはぐくんでいくため，基本的生活習慣や生命を尊重する心など基

礎的資質を育成するとともに，読書力の基盤づくりを進めます。 
【具体的施策】 

項目 主な内容 
(1)基本的生活習慣や生命を

尊重する心などの基礎的

資質の育成 
○家庭教育に関する学習機会の充実・支援 

(2)読書力を高める基盤づく 
 り 

○読書力を育成するため，豊かな機能を備えた図書館の整

備・充実 
○幼児期からの読書週間育成のための取組の充実 

 

３ 愛情豊かな家庭づくり 

家庭は教育の原点であることを踏まえ，愛情豊かな家庭づくりを推進するため，家庭教育

に関する様々な情報提供や学習機会，相談体制の充実を図るとともに，親子や家族が楽しみ

ながらふれあえる活動機会の提供に努めます。 
項目 主な内容 

ふれあいのある家庭づくりの

支援 

○親子または子どもたちが主体的に参加できる自然体験や

歴史・文化体験などの機会の充実 
○地域における伝統行事などの活性化を図るとともに，親子

や家庭での参加促進 
 
学びつつ生きる教育力豊かな地域づくり 

 
１ 学びつつ生きる充実した人生の実現 

学びつつ生きる充実した人生の実現を目指し，主体的学習活動を支援する情報の収集と提

供を図るとともに，地域の様々な学習ニーズに対応する教育活動を推進します。 
【具体的施策】 

項目 主な内容 

市民の様々な学習ニーズに対

応する教育活動の推進 

○市民ニーズを踏まえ，公民館活動の充実や生涯学習セミ

ナー，芸術・文化にふれあう機会の確保 
○社会の進展に伴う，市民の様々なニーズに対応する教育

活動の推進 
 
２ 教育力豊かな地域づくり 

教育力豊かな地域づくりを目指すために，関係機関と連携し，拠点となる施設の整備とネ

ットワーク化を促進するとともに，地域の自然や歴史文化の継承と活用，学校・家庭・地域

が連携した教育活動を推進します。 
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２　学校と地域・家庭との信頼関係
組織的な学校体制のもとで，教職員を育成するとともに，学校評価の充実等を図ることに

より，開かれた学校づくりを進め，学校・家庭・地域の連携により信頼される学校を目指し

ます。

【主な取組】

●教職員の資質 ・ 指導力の向上
教職員研修の充実や自主教育研究グループへの支援により，
教職員の資質・指導力の向上を図ります。

●開かれた学校づくりの推進 学校評価を充実させ，教育の質の向上を図ります。

３　学校施設の整備
安全・安心な教育環境を整備するため，老朽化した校舎等の耐震化，修繕及び改修を行う

とともに，学校統合による遠距離通学の児童生徒を支援します。

また，教育の情報化に対応するため，ＩＣＴ機器の整備を計画的に行います。

【主な取組】

●学校施設の耐震化及び改修
老朽化した校舎等について耐震診断に基づき，耐震補強及び
大規模改修等を計画的に進め，耐震化率 100％を目指します。

●学校施設 ・ 設備の管理 ・ 整備
学校施設・設備を適切に維持管理するとともに，計画的な整
備を図ります。

●ＩＣＴ機器の整備
教育の情報化に対応するため，ＩＣＴ機器を計画的に整備し
ます。

●遠距離通学への対応
学校統合により遠距離通学となった児童生徒のため通学手段
の確保，路線バス定期補助を行います。

生涯学習の充実

１　生涯学習活動の支援
市民ニーズにあった講座を実施するなど，公民館講座の充実を図ります。

また，内容の検討，積極的な広報等を行い，市美術展など文化芸術に接する機会の充実を

図るとともに，児童や青少年の居場所づくり，体験学習などの機会の確保・充実に取り組み

ます。

更に，人権教育啓発の効果的な事業展開や，図書館利用について，市民の要望や意見等を

参考にしながら利便性を高め，利用者の増加に努めます。

＜施策の目標（目指す姿）＞

誰もが生涯を通じて学び，活動し，生きがいを感じ，輝いています



項目 主な内容 

(1) 教職員の指導力の向上
 ○学校訪問指導や研修会の充実 
○市内小・中学校の自主的な教育研究グループの支援 
○研究指定校研究会における成果の普及 

(2) 開かれた学校づくり
 

 

○ホームページや学校便り，江田島市広報などによる各学校の

取組や現状について積極的な情報発信 
○大柿高等学校と市内中学校との連携を充実させ，大柿高等学

校の活性化を支援 

(3) 学校・家庭・地域の連

携による教育活動の推

進 

○小・中学校の連携による教育活動の推進 
○学校・家庭・地域と連携したボランティア活動など体験活動

の充実 
○生徒指導上の諸問題や不登校児童生徒への対応における関

係機関等との連携の充実 

＜生涯学習課＞ 

生活の基盤となる豊かな家庭づくり 

 

１ 家庭・地域が連携した教育力の育成 

日常生活や地域における様々な営みは，子どもの知・徳・体・食のバランスのとれた発達

や，郷土を愛する心の育成などに大きく影響することを踏まえ，家庭の教育力の向上や学

校・家庭・地域が連携した教育活動を推進します。 
【具体的施策】 

項目 主な内容 

(1)家庭の教育力の向上 ○ＰＴＡ対象の家庭教育に係る講演，研修等の機会の提供，

支援 
(2)学校・家庭・地域の連携

による教育活動の推進 ○ＰＴＡ活動及び子ども会活動等の支援 

３ 教育環境の整備 

児童・生徒の安全の確保といきいきと学び，活動できる学校づくりを進めていくため，学

校施設の計画的な整備・改善や学校の再編，通学路の安全確保などに取り組みます。 

項目 主な内容 

(1)子どもの安全・安心と健

康の確保
 

 

○通学路における歩道の設置や改善，交通安全施設の整備など

総合的な対策の推進 
○お知らせや緊急情報などのメール配信サービスの構築，運用 

(2)学校施設等の計画的な整 
 備 

○校舎や屋内運動場の耐震大規模改修及び改築の実施 
○安全でおいしい給食を効率的に提供するために，学校給食
共同調理場を整備  

(3)学校規模の適正化 

○円滑な学校統合に向けた調整や教育環境の整備，取組状況に

ついての積極的な情報発信 
○遠距離通学の児童・生徒に対するスクールバス運行や路線バ

ス通学に対する支援 

２ 「生きる力」の基礎的資質の育成 

子どもの「生きる力」をはぐくんでいくため，基本的生活習慣や生命を尊重する心など基

礎的資質を育成するとともに，読書力の基盤づくりを進めます。 
【具体的施策】 

項目 主な内容 
(1)基本的生活習慣や生命を

尊重する心などの基礎的

資質の育成 
○家庭教育に関する学習機会の充実・支援 

(2)読書力を高める基盤づく 
 り 

○読書力を育成するため，豊かな機能を備えた図書館の整

備・充実 
○幼児期からの読書週間育成のための取組の充実 

 

３ 愛情豊かな家庭づくり 

家庭は教育の原点であることを踏まえ，愛情豊かな家庭づくりを推進するため，家庭教育

に関する様々な情報提供や学習機会，相談体制の充実を図るとともに，親子や家族が楽しみ

ながらふれあえる活動機会の提供に努めます。 
項目 主な内容 

ふれあいのある家庭づくりの

支援 

○親子または子どもたちが主体的に参加できる自然体験や

歴史・文化体験などの機会の充実 
○地域における伝統行事などの活性化を図るとともに，親子

や家庭での参加促進 
 
学びつつ生きる教育力豊かな地域づくり 

 
１ 学びつつ生きる充実した人生の実現 

学びつつ生きる充実した人生の実現を目指し，主体的学習活動を支援する情報の収集と提

供を図るとともに，地域の様々な学習ニーズに対応する教育活動を推進します。 
【具体的施策】 

項目 主な内容 

市民の様々な学習ニーズに対

応する教育活動の推進 

○市民ニーズを踏まえ，公民館活動の充実や生涯学習セミ

ナー，芸術・文化にふれあう機会の確保 
○社会の進展に伴う，市民の様々なニーズに対応する教育

活動の推進 
 
２ 教育力豊かな地域づくり 

教育力豊かな地域づくりを目指すために，関係機関と連携し，拠点となる施設の整備とネ

ットワーク化を促進するとともに，地域の自然や歴史文化の継承と活用，学校・家庭・地域

が連携した教育活動を推進します。 

⑦⑥

【主な取組】

●市民ニーズに応じた公民館学習の支援
や交流機会の提供

生きがい，心豊かさ及び健康増進を図るための学習機会
を設け，市民ニーズに応じた多様な講座を開催します。

●講演等による人権教育の推進 講演会などを開催し，市民の人権意識の高揚を図ります。

●公立図書館の連携や読書グループの
育成などによる図書館サービスの充実

公立図書館などとの連携による図書館機能の充実や，市
民読書グループの育成などによる，利用しやすい図書館
を目指します。

●文化芸術を鑑賞する機会の確保
創作活動の振興と，優れた作品を鑑賞する場を設け，豊
かな感性と確かな教養を培う機会を提供し，文化芸術の
向上に寄与します。

●放課後の遊びや生活の場の確保
保護者が労働等により昼間家庭にいない児童に対して，
遊びや生活の場を提供し，児童の健全育成を図ります。

２　社会教育施設の整備
生涯学習の活動拠点となっている施設・備品の老朽化等により，管理運営に課題が生じて

いる現状を踏まえ，計画的な改修・修繕や有効活用を進めるとともに，社会教育施設の再編・

整備について検討します。

【主な取組】

●社会教育施設の効率的な管理運営
様々な学習ニーズに対応する生涯学習拠点の管理運営を行
います。

３　伝統文化・文化財の保存
江田島市外の人々の関与も考慮しつつ，伝統文化や文化財の保存などに関わる団体を活性

化します。

市民の文化財についての興味や関心を高めるとともに，文化財の保存・管理を適切に行い，

地域の宝である文化財を次世代に継承していきます。

【主な取組】

●伝統文化 ・ 芸能の保存 ・ 継承 江田島市文化協会・江田島伝統芸能保存会の活動を支援します。

●古文書研修等と連携した文化財の
保存 ・ 管理の推進 ・ 継承

古文書解読研修会の開催などにより， 市民の文化財に対する関
心を高め， 保護 ・保存の意識啓発を行います。

●歴史 ・ 郷土施設の活性化
ものづくり教室 ・企画展などの充実や所蔵資料の整理等を行い，
活性化を図ります。



スポーツの振興

１　スポーツ・レクリエーションの普及・振興
地域で行う運動会をはじめ，各種スポーツ大会において，スポーツ推進委員や運動普及推

進員などと連携し，体力つくりや健康づくりの普及・推進を図ります。

統合型地域スポーツクラブについては，市民ニーズに対応した運営を行うために，事務局

体制の強化や指導者のスキルアップ，運営プログラムの充実等を図っていくとともに，市体

育協会，スポーツ少年団など地域団体と連携し充実に努めます。

【主な取組】

●地域スポーツの振興
気軽にスポーツを楽しめるよう，スポーツに関する意識啓
発や，取り組むきっかけづくり，目的に応じたスポーツの
普及推進を図ります。

●ジュニアスポーツの振興
市スポーツ少年団を支援し，ジュニアスポーツの振興に努め
ます。

●競技スポーツの振興 市体育協会を支援し，競技スポーツの振興に努めます。

●マラソン大会などのスポーツイベント
　 の開催

日本陸上競技連盟公認種目に位置づけた大会を開催し，競
技力の向上に寄与するとともに，併せて特産品まつりを開
催し，都市住民との交流を通した地域の活性化を図ります。

２　社会体育施設の整備
スポーツ活動の場となっている施設・備品の老朽化等により，管理運営に課題が生じてい

る現状を踏まえ，計画的な改修・修繕や有効活用を進めるとともに，スポーツ・レクリエー

ション施設などの再編・整備について検討します。

【主な取組】

●スポーツ施設の効率的な管理運営
スポーツ施設や備品の計画的な改修・修繕を進め，利用促
進を図ります。

＜施策の目標（目指す姿）＞

誰もが，興味や体力等に応じて，スポーツ・レクリエーションに親しんでいます

【具体的施策】 
項目 主な内容 

地域の教育力の拠点となる施

設等の整備とネットワーク化 
 
 

①情報化の拠点としての図書館の整備・充実 
○図書館を地域のＩＴ学習プラザとして位置付け，学習情

報，まちづくり情報など各種の情報提供システムの整備及

び市民への提供 
○利用者の利便性向上のため，近隣市町との図書館利用の

広域化の推進 
②芸術文化の拠点づくり 
○各地域の特性を生かし，公民館等の施設の整備・充実な

どを通して，芸術文化の拠点づくりの促進 
③スポーツ・レクリエーション施設の整備と活動の推進 
○運動公園や屋内運動場などの整備・充実 
○スポーツ・レクリエーション施設を有効に活用しながら，

スポーツ・レクリエーションに親しむ機会の拡充や相談・

指導体制の充実 
○スポーツ団体の育成や市民の主体的なスポー

末日現在）。公民館講座の

ツ・レクリ

エーション活動の支援，及びイベントの開催 
④自然や歴史の文化とのふれあいの場の確保と体験学習の

推進 
○文化財等の保存・活用及び伝統行事の継承支援 
○既存施設を利活用しながら，歴史民俗資料館の整備推進 

 
人権を尊重し，人間性豊かな人づくり 

人権教育の推進 

様々な人権問題について学習し，人権尊重のまちづくりに取り組めるよう，学校教育や社会

教育等において人権教育を推進するとともに，オンリーワンの地域社会づくりに努めます。 
項目 主な内容 

(1)社会教育における人権教

育の推進 

○地域における様々な場において，差別のない人権が尊重さ

れる社会の形成に向けた人権教育を学校・家庭・地域との連

携推進 

(2)オンリーワンのいきいき

とした地域社会づくり 

○多様な価値観や一人一人を尊重する豊かな人権感覚をはぐ

くむとともに，主体的な生き方を培う人権教育の推進 
○個別の人権課題に加え，多様な価値観や「いのちの大切さ」

について，コンサートなどを通じて考えるきっかけづくりを

行い，人権意識の醸成推進  
 

⑧ ⑨



平成 29 年度江田島市教育委員会　経営計画

Ⅰ　ミッション

　子どもたちが夢や目標を持って学び，育ち，市民一人ひとりが，生涯を通じて，学び，活動し，
生きがいを感じ輝くことは，豊かな暮らしの基盤となる。
　このため，学校教育では，児童生徒の生きる力を育むことを目指し，「確かな学力」「豊かな心」
「健やかな体」をバランスよく育成し，その水準の向上に努める。
　また，生涯学習では，公民館活動などの社会教育をはじめ，スポーツ振興における普及・啓
発活動や，文化・芸術・スポーツにおける学習機会の確保と教育環境の整備・充実により，「人
が育ち，輝くまち」を目指す。

Ⅱ　ビジョン

【児童生徒像】
○　生きる力である「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」がバランスよく育成され，その

水準が向上している。
【学校像】
○　組織的な学校体制のもとで，教職員を育成し，学校・家庭・地域の連携により，信頼され

る学校づくりを目指している。
【市民像】
○　文化・芸術・スポーツ等の生涯学習活動において，市民一人ひとりが，生きがいを感じ，

生き生きと暮らしている。
【教育委員会像】
○　報告・連絡・相談による情報共有を適切に行い，組織的に対応している。
○　クイックレスポンス（すばやい対応）ができている。

Ⅲ　現状分析

【学校教育】
○　教職員の懲戒処分については，平成 28 年度は発生していない。（平成 27 年度も発生して

いない。）
○　広島県「基礎・基本」定着状況調査の平均通過率 (タイプⅡ )において，平成 28 年度は小

学校ですべての実施教科で県平均を上回ったが，中学校英語では県平均を 1.9 ポイント下
回っていた。（平成 27 年度は，小学校算数（▲ 0.6 ポイント），中学校国語（▲ 7.5 ポイント），
中学校数学（▲ 0.7 ポイント），中学校理科（▲ 2.3 ポイント），中学校英語（▲ 6.2 ポイント）
で県平均を下回った。）

○　生徒指導上の諸問題において，平成 28 年度は，中学校の不登校生徒の割合は 1.60％ ( ７
人）である（平成 27 年度　県 2.60％　本市 1.75％）。小学校は発生していない。（平成 27
年度　県 0.45％　本市 0.00％）

○　学校給食の地場産品の使用割合は，県平均を上回っている。
　　（平成 28 年度　県 30％　本市 34％）
【生涯学習】
○　学びの館及び大柿地区歴史資料館（灘尾記念文庫）の平成 28 年度の来場者については，学

びの館 8,961 人（平成 27 年度 8,486 人），大柿地区歴史資料館（灘尾記念文庫）770 人（平
成 27 年度 692 人）である。

○　スポーツセンタートレーニング室の平成 28 年度の利用者数は，7,872 人（平成 27 年度
6,600 人）である。

○　図書館の年間貸出冊数は，平成 28 年度 103,767 冊（平成 27 年度 110,572 冊）である。

【具体的施策】 
項目 主な内容 

地域の教育力の拠点となる施

設等の整備とネットワーク化 
 
 

①情報化の拠点としての図書館の整備・充実 
○図書館を地域のＩＴ学習プラザとして位置付け，学習情

報，まちづくり情報など各種の情報提供システムの整備及

び市民への提供 
○利用者の利便性向上のため，近隣市町との図書館利用の

広域化の推進 
②芸術文化の拠点づくり 
○各地域の特性を生かし，公民館等の施設の整備・充実な

どを通して，芸術文化の拠点づくりの促進 
③スポーツ・レクリエーション施設の整備と活動の推進 
○運動公園や屋内運動場などの整備・充実 
○スポーツ・レクリエーション施設を有効に活用しながら，

スポーツ・レクリエーションに親しむ機会の拡充や相談・

指導体制の充実 
○スポーツ団体の育成や市民の主体的なスポー

末日現在）。公民館講座の

ツ・レクリ

エーション活動の支援，及びイベントの開催 
④自然や歴史の文化とのふれあいの場の確保と体験学習の

推進 
○文化財等の保存・活用及び伝統行事の継承支援 
○既存施設を利活用しながら，歴史民俗資料館の整備推進 

 
人権を尊重し，人間性豊かな人づくり 

人権教育の推進 

様々な人権問題について学習し，人権尊重のまちづくりに取り組めるよう，学校教育や社会

教育等において人権教育を推進するとともに，オンリーワンの地域社会づくりに努めます。 
項目 主な内容 

(1)社会教育における人権教

育の推進 

○地域における様々な場において，差別のない人権が尊重さ

れる社会の形成に向けた人権教育を学校・家庭・地域との連

携推進 

(2)オンリーワンのいきいき

とした地域社会づくり 

○多様な価値観や一人一人を尊重する豊かな人権感覚をはぐ

くむとともに，主体的な生き方を培う人権教育の推進 
○個別の人権課題に加え，多様な価値観や「いのちの大切さ」

について，コンサートなどを通じて考えるきっかけづくりを

行い，人権意識の醸成推進  
 

⑧ ⑨



　Ⅳ　目標及び取組

中期経営目標 短期経営目標 具体的な取組・方策

学
校
教
育

教職員の服

務規律の厳

正確保を図

る。

教職員による不祥事

を０（ゼロ）にする。

○　各校が実施した服務研修の好事例を市主催研修において活

用し，各校の服務研修に生かせるようにする。

○　５月を「不祥事根絶強化月間」とし，重点的な取組を行う。

○　全児童生徒，保護者，教職員に「体罰」「セクシュアル・ハ

ラスメント」のアンケートを毎学期実施する

児童生徒の

学力の向上

を図る。

習得した知識・技能

を活用する力を向上

させる。

○　「学びの変革」推進協議会を設置し，取組を進める。

○　「学力向上チェックリスト ( 改訂版 )」のすべての項目にお

いて，その質が向上するよう，具体的に指導・助言する。

○　年間３回の計画訪問を行い，授業改善等について，指導力

向上に係る指導・助言する。

○　ＩＣＴ活用事業 ( 市町挑戦加配 )，理科教育推進事業 ( 市

町挑戦加配 )，外国語指導事業を実施する。

○　学力向上に関する先進校を視察する。

児童生徒の

豊かな心を

育成する。

不登校児童生徒数を

減少させる。

○　９月を児童生徒主体の「いじめ撲滅月間」とし，重点的な

取組を行う。

○　全児童生徒に「いじめ」のアンケートを毎学期実施する。

○　全校で児童生徒を対象とした情報モラルに関するネットト

ラブル講演会を実施する。

○　道徳教育推進教師等を対象とした市主催研修（心の教育担

当者研修会）を実施する。

○　教育相談体制の充実を図るため，スクールカウンセラー等

を招聘し，市主催研修を実施する。

江 田 島 の

｢ 食 ｣ に つ

い て 知 り，

故郷への愛

着や誇りを

育てる。

学校給食の地場産品

の使用割合を増加さ

せる。

○　食材を発注する際，地場（県内）産品を指定する。

○　市内の生産者に計画的に食材を発注する。

○　「おいしい江田島の日給食」を年２回実施し，江田島産品を

積極的に使用する。

○　市長部局（健康推進課）と連携し，「えたじまん食育レシピ」

１万食プロジェクトを実施する。

○　学校給食だよりで周知する。

生
涯
学
習

歴史資料館

の活性化を

図る。

学びの館，大柿地区

歴史資料館（灘尾記

念文庫）の来場者数

の増加を図る。

○　企画展「六角紫水展 (仮称 )」を行う。(大柿地区歴史資料

館 )

○　古写真収集事業の窓口とし，写真の展示を行う。

○　市民ギャラリーや文化財等の展示企画を充実させる。

○　ものづくり教室の充実を図る。（学びの館）

○　広報の活用や学校への呼びかけ等により，ＰＲ強化を図る。

公共スポー

ツ施設の利

用促進を図

る。

スポーツセンターの

トレーニング室の利

用者数増加を図る。

○　トレッドミル 1台を追加し，５台とする。

○　運動機器の使用マニュアル及び運動機器を使用したトレー

ニングメニューを作成する。

○　トレーニング室を利用した健康教室を行う。

○　広報等の活用により，ＰＲ強化を図る。

図書館の充

実を図る。

図書館年間貸出冊数

の増加を図る。

○　2館1室合同の｢スタンプラリー｣を夏季休業中に実施する。

○　読書記録をためるための「読書貯金通帳」（大人・子ども用）

を配布する。

○　小学校高学年対象の「子ども司書」養成講座の参加者を増

やし実施する。

○　子ども読書活動推進計画に基づき，家庭教育支援として読

書活動をテーマとした参加型プログラム及び読書ボランテ

ィアによる「おはなし会」を実施する。

○　利用案内チラシを作成するなど，ＰＲの強化を図る。
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評
　
価
　
表

江
田

島
市

教
育

委
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度

平
成

2
9
年
度

平
成
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。
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戒
処
分
件
数

０
件

０
件

０
件

０
件

児
童
生
徒
の
学
力

の
向
上
を
図
る
。

習
得

し
た

知
識
・

技
能

を
活

用
す
る
力
を
向
上
さ
せ
る
。

○
　
「
学
び
の
変
革
」
推
進
協
議
会
を
設
置
し
，
取
組
を
進
め
る
。

○
　
「

学
力

向
上

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
(
改

訂
版

)
」

の
す

べ
て

の
項

目
に

お
い

て
，

そ
の

質
が

向
上

す
る

よ
う
，

具
体

的
に

指
導
・
助
言
す
る
。

○
　

年
間

３
回

の
計

画
訪

問
を

行
い
，

授
業

改
善

等
に

つ
い

て
，

指
導
力
向
上
に
係
る
指
導
・
助
言
す
る
。

○
　

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

業
(
市

町
挑

戦
加

配
)
，

理
科

教
育

推
進

事
業

(
市
町
挑
戦
加
配

)
，
外
国
語
指
導
事
業
を
実
施
す
る
。

○
　
学
力
向
上
に
関
す
る
先
進
校
を
視
察
す
る
。

広
島
県
「
基
礎
・

基
本
」
定
着
状

況
調
査

(
タ
イ

プ
Ⅱ

)
の
平
均

通
過
率

小
５

 
国
（
+
1
0
.
6
）

算
（
+
4

. 1
）

理
（
+
5

. 6
）

中
２

国
（
+
6
.
2
）

数
（
+
3
.
4
）

理
（
+
0
.
7
）

英
（
▲

1
.
9
）

す
べ
て
の
実

施
教
科
で
県

平
均
を
５
ポ

イ
ン
ト
以
上
，

上
回
る
。

す
べ
て
の
実

施
教
科
で
県

平
均
を
７
ポ

イ
ン
ト
以
上
，

上
回
る
。

す
べ

て
の

実
施

教
科

で
県

平
均

を
９

ポ
イ

ン
ト

以
上
，

上
回
る
。

児
童
生
徒
の
豊
か

な
心

を
育

成
す

る
。

不
登

校
児

童
生

徒
数

を
減

少
さ
せ
る
。

○
　

９
月

を
児

童
生

徒
主

体
の
「

い
じ

め
撲

滅
月

間
」

と
し
，

重
点
的
な
取
組
を
行
う
。

○
　

全
児

童
生

徒
に
「

い
じ

め
」

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
毎

学
期

実
施

す
る
。

○
　

全
校

で
児

童
生

徒
を

対
象

と
し

た
情

報
モ

ラ
ル

に
関

す
る

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
講
演
会
を
実
施
す
る
。

○
　

道
徳

教
育

推
進

教
師

等
を

対
象

と
し

た
市

主
催

研
修
（

心
の

教
育
担
当
者
研
修
会
）
を
実
施
す
る
。

○
　

教
育

相
談

体
制

の
充

実
を

図
る

た
め
，

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー
等
を
招
聘
し
，
市
主
催
研
修
を
実
施
す
る
。

不
登
校
児
童
生

徒
の
割
合

小
：

0.
00
％

（
０
人
）

中
：
1
.
6
0
％

（
７
人
）

小
：

0.
00
％

（
０
人
）

中
：
1
.
2
4
％

（
５
人
）

小
：

0.
00
％

（
０
人
）

中
：
1
.
0
1
％

（
４
人
）

小
：

0.
00
％

（
０
人
）

中
：
0
.
7
3
％

（
３
人
）

江
田

島
の

｢
食

｣
に

つ
い

て
知

り
，

故
郷
へ
の
愛
着
や

誇
り
を
育
て
る
。

学
校

給
食

の
地

場
産

品
の

使
用
割
合
を
増
加
さ
せ
る
。

○
　
食
材
を
発
注
す
る
際
，
地
場
（
県
内
）
産
品
を
指
定
す
る
。

○
　
市
内
の
生
産
者
に
計
画
的
に
食
材
を
発
注
す
る
。

○
　
「

お
い

し
い

江
田

島
の

日
給

食
」

を
年

２
回

実
施

し
，

江
田

島
産
品
を
積
極
的
に
使
用
す
る
。

○
　

市
長

部
局
（

健
康

推
進

課
）

と
連

携
し
，
「

え
た

じ
ま

ん
食

育
レ
シ
ピ
」
１
万
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
。

○
　
学
校
給
食
だ
よ
り
で
周
知
す
る
。

地
場
産
品
の
使

用
割
合

3
4
％

(
県
平
均

3
0

％
)

3
6
％

3
8
％

4
0
％

生　 涯　 学　 習

歴
史
資
料
館
の
活

性
化
を
図
る
。

学
び

の
館
，

大
柿

地
区

歴
史

資
料

館
（

灘
尾

記
念

文
庫

）
の

来
場

者
数

の
増

加
を

図
る
。

○
　

企
画

展
「

六
角

紫
水

展
(
仮

称
)
」

を
行

う
。
(
大

柿
地

区
歴
史
資
料
館

)
○
　
古
写
真
収
集
事
業
の
窓
口
と
し
，
写
真
の
展
示
を
行
う
。

○
　

市
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
や

文
化

財
等

の
展

示
企

画
を

充
実

さ
せ

る
。

○
　
も
の
づ
く
り
教
室
の
充
実
を
図
る
。
（
学
び
の
館
）

○
　

広
報

の
活

用
や

学
校

へ
の

呼
び

か
け

等
に

よ
り
，

Ｐ
Ｒ

強
化

を
図
る
。

来
場
者
数

（
学
び
の
館
）

（
大

柿
地

区
歴

史
資
料
館
（
灘

尾
記
念
文
庫
）
）

8
,
9
6
1
人

 
 
7
7
0
人

9
,
0
0
0
人

 
 
8
0

0
人

9
,
1
0
0
人

 
 
8
5

0
人

9
,
2
0
0
人

 
 
9
0

0
人

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
利
用
促
進
を

図
る
。

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
室

の
利

用
者

数
増

加
を
図
る
。

○
　
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル

1
台
を
追
加
し
，
５
台
と
す
る
。

○
　

運
動

機
器

の
使

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

及
び

運
動

機
器

を
使

用
し

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
す
る
。

○
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
し
た
健
康
教
室
を
行
う
。

○
　
広
報
等
の
活
用
に
よ
り
，
Ｐ
Ｒ
強
化
を
図
る
。

利
用
者
数

7
,
8
7
2
人

8
,0

00
人

8
, 3

00
人

8
, 6

00
人

図
書
館
の
充
実
を

図
る
。

図
書

館
年

間
貸

出
冊

数
の

増
加
を
図
る
。

○
　

２
館

1
室

合
同

の
｢
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

｣
を

夏
季

休
業

中
に

実
施
す
る
。

○
　

読
書

記
録

を
た

め
る

た
め

の
「

読
書

貯
金

通
帳

」
（

大
人
・

子
ど
も
用
）
を
配
布
す
る
。

○
　

小
学

校
高

学
年

対
象

の
「

子
ど

も
司

書
」

養
成

講
座

の
参

加
者
を
増
や
し
実
施
す
る
。

○
　

子
ど

も
読

書
活

動
推

進
計

画
に

基
づ

き
，

家
庭

教
育

支
援

と
し

て
読

書
活

動
を

テ
ー

マ
と

し
た

参
加

型
プ

ロ
グ

ラ
ム

及
び

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
実
施
す
る
。

○
　
利
用
案
内
チ
ラ
シ
を
作
成
す
る
な
ど
，
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
図
る
。

年
間
貸
出
冊
数

1
0
3
,
7
6
7
冊

1
1
4
,
0
0
0
冊

1
1
5
,
0
0
0
冊

1
1
6
,
0
0
0
冊
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事業の目的

事業の内容

キャリア教育推進事業 予算額　30万円
継続事業

　児童生徒が社会人・職業人として自立していくために必要な意欲・態度や

能力を育成するため，５日間の職場体験学習（キャリア･スタート･ウィーク）

などの取り組み等を通して発達段階に応じたキャリア教育の推進を図る。

　ふるさとを愛する豊かな心を養うとともに，将来，地域の発展に貢献でき

る児童生徒を育成するための各学校における取組に対して補助金を交付し，

児童生徒がふるさとを実感する教育活動の展開を支援する。

社会人・職業人として必要な資質・能力の育成

上級学校，社会

家庭の教育力

勤労観，職業観の育成

キャリア･スタート･ウィーク

（中学２年生）

家　庭

保護者

ＰＴＡ

　　等

地域の教育力
地　域

地元企業

社会教育団体

　　　　　等

中学校

小学校

就学前

連携・協力

情報提供

活動公開

啓発活動

連携・協力

情報提供

活動公開

啓発活動

事業の目的　　　　　

ふるさと実感事業 予算額　110万円
継続事業

事業の内容

（１）学校が行う地域貢献の支援「ぼくもわたしも江田島市民！」

　　　・中学校区で小中学生がボランティア清掃を行う。

　　　・地域の行事に積極的に参加する。

（２）学校が行う地域学習の支援「江田島っていいな！」

　　　・地域のことを学ぶため，学校から出て，地域で学ぶ。

　　　・地域人材をゲストティーチャーとして招聘する。

（３）講演会の開催「ようこそ先輩！」

　　　・地元出身で活躍している先輩を招聘し，講演を聞く。

　　　・地元出身で活躍している先輩による授業を行う。

６　主要教育行政施策の概要

 

人
が
育
ち

輝
く
ま
ち	
 

１ 学校教育の内容

・ふるさと実感事業(継続) 地域の教育資源の活用や地域貢献等の体験活動の充実

・キャリア教育推進事業(継続) 夢や希望，勤労観・職業観を育む教育の実施

・特別支援教育推進事業(継続) 一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな教育を支援

・国際教育事業(拡充)小中学校の英語（外国語）教育の充実，ALT（3名）の配置

・外国語指導事業（継続）実用英語技能検定の検定料の助成

・ＩＣＴ教育事業(継続) ＩＣＴ機器（タブレット端末）を用いた授業実践の研究

・ＩＣＴ活用事業(新規) 校務支援システムの導入による事務処理の効率化を図る

・里海学習推進事業(継続) 海辺の生き物を観察する体験活動を通じて豊かな心の醸成

・理科教育推進事業(新規) 小中学校の理科教育を推進し，学力向上を図る

２　学校と地域・家庭との信頼関係

・学校経営支援事業(継続) 地域や学校の特色を生かした個性的な教育活動の支援

・研究指定校事業(一部新規) 県の研究指定校事業の実施

・教育研究グループ支援事業(継続) 教育課題の実践的研究，教員リーダーの育成

・大柿高校活性化事業(継続)大柿高校の地域に根ざした教育活動及び中高連携の充実

・大柿高校魅力化事業(継続)大柿高校「公営塾」の運営等の支援

３ 学校施設の整備

・学校メール配信サービス運用事業(継続) 緊急情報等のメール配信サービスの運用

・通学支援事業(継続) 統合や自転車通学解消のための遠距離通学支援

・学校教育施設整備事業(一部新規) 学校施設の計画的な整備

１ 生涯学習活動の支援

・生涯学習推進事業(継続) 市民が生き生きと前向きな生活が送られるよう，講演会

などを開催

・家庭教育推進事業(継続) 家庭教育に係る学習機会の提供支援

・人権学習講演会開催事業(継続) 市民一人一人が学び考える機会とし，人権感覚の

高揚を図る

・人権に関する作品募集事業（継続）小中学生から人権をテーマとした絵画・作文

を募集し，人権感覚を涵養

・文化・芸術鑑賞事業(継続)優秀な美術・演劇・音楽に接し，感性や教養を深める

・美術展開催事業(継続) 市民の芸術・文化活動の活性化促進

・放課後児童健全育成事業(継続) 放課後等に安全・安心な子どもの活動拠点を設

け，児童の健全育成を図る

２ 社会教育施設の整備

・公民館管理運営事業(継続) 市民の自主学習活動を支援し，地域交流の拠点とする

・図書館管理運営事業(継続) 市民の読書活動・コミュニティの場，情報発信の拠点

３ 伝統文化・文化財の保存

・伝統文化継承事業(継続) 郷土の伝統芸能や文化財の継承・市民へ文化意識の涵養

・ふるさと再発見事業(新規) 歴史をキーワードにふるさとの素晴らしさを再発見し

てもらう機会を提供

１ スポーツ・レクリエーションの普及・振興

・市民スポーツ振興事業(継続) 市民の体力・健康づくりの推進と市民交流の促進

・マラソン大会開催事業事業(継続) 都市との交流や健康づくりを図るファミリー

マラソン大会の実施

２ 社会体育施設の整備

・市民プール開放事業(継続) 市民の体力・健康づくり及び生涯スポーツの振興を図

る

第
二
次
江
田
島
市
総
合
計
画
（
Ｈ
27
～
Ｈ
36
）

学
校
教
育
の
充
実

生
涯
学
習
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
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事業の目的

事業の内容

キャリア教育推進事業 予算額　30万円
継続事業

　児童生徒が社会人・職業人として自立していくために必要な意欲・態度や

能力を育成するため，５日間の職場体験学習（キャリア･スタート･ウィーク）

などの取り組み等を通して発達段階に応じたキャリア教育の推進を図る。

　ふるさとを愛する豊かな心を養うとともに，将来，地域の発展に貢献でき

る児童生徒を育成するための各学校における取組に対して補助金を交付し，

児童生徒がふるさとを実感する教育活動の展開を支援する。

社会人・職業人として必要な資質・能力の育成

上級学校，社会

家庭の教育力

勤労観，職業観の育成

キャリア･スタート･ウィーク

（中学２年生）

家　庭

保護者

ＰＴＡ

　　等

地域の教育力
地　域

地元企業

社会教育団体

　　　　　等

中学校

小学校

就学前

連携・協力

情報提供

活動公開

啓発活動

連携・協力

情報提供

活動公開

啓発活動

事業の目的　　　　　

ふるさと実感事業 予算額　110万円
継続事業

事業の内容

（１）学校が行う地域貢献の支援「ぼくもわたしも江田島市民！」

　　　・中学校区で小中学生がボランティア清掃を行う。

　　　・地域の行事に積極的に参加する。

（２）学校が行う地域学習の支援「江田島っていいな！」

　　　・地域のことを学ぶため，学校から出て，地域で学ぶ。

　　　・地域人材をゲストティーチャーとして招聘する。

（３）講演会の開催「ようこそ先輩！」

　　　・地元出身で活躍している先輩を招聘し，講演を聞く。

　　　・地元出身で活躍している先輩による授業を行う。

６　主要教育行政施策の概要
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● 関係機関，専門家等と連携した就学前の

教育相談の充実
● 就学時検診の実施
● 教育支援委員会の開催
● 専門家による教育巡回相談の実施
● 呉特別支援学校江能分級での教育相談の

実施

● 特別支援教育コーディネーター研修会な

どの実施

● 指導主事の派遣

● 専門家による講演会の実施

● 特別支援教育の理解における保護者との

連携

● 特別支援教育に関する情報提供の充実

● 市費講師，学生支援員の配置による支援体

制の整備
● 校内委員会の設置・充実
● 教材，備品の充実
● 個別の教育支援計画及び個別の指導計画の

作成
● 特別支援学校との連携の充実

一貫した支援体制の整備 校内支援体制の充実

教員の専門性の向上
特別支援教育に
関する普及啓発

特別支援教育の推進
～一人ひとりのニーズに応じた教育的支援～

特別支援教育推進事業  予算額　191万円
継続事業

　ＬＤ（学習障害），ＡＤＨＤ（注意欠陥・多動性障害），高機能自閉症等

（以下「ＬＤ等」）を含む障害のある幼児・児童・生徒に適切な指導や必要

な支援を行うとともに，一人ひとりの教育的ニーズに応じたきめ細かな教育

を実施する。

事業の目的

事業の内容

事業の目的

事業の内容

 小学校での英語科の実施に向け，外国語指導助手（ＡＬＴ）を１名増員し

３名体制とし，小学校における外国語活動及び中学校における英語教育の充

実を図るとともに，ネイティブな発音にふれ，外国の文化や習慣と慣れ親し

むことを目的に実施する。

国際教育事業
拡充事業

予算額　1,439万円

中学校における英語教育

小学校における外国語活動

● 言語や文化に対する理解の深化
● 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成
● コミュニケーション能力（聞くこと・話すこと・読むことなど）
　の基礎の育成
● 国際感覚を養う
● 授業内容の充実

● 発達段階に応じた授業

● 言語や文化に対する体験的な理解

● 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成

● 外国語の音声や基本的な表現への慣れ親しみ

小学校から中学校への

円滑なバトンタッチ

英語教育の充実により子どもの国際感覚を養う

スタートカリキュラム コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
素
地
を
養
う

　国や県の研究指定を受け，教育研究の充実と教員の資質向上を図る。

研究指定校事業 予算額　172万円
一部新規事業

事業の目的

事業の内容

●「学びの変革」パイロット校事業
　教科，総合的な学習の時間における
「課題発見・解決学習」に係る単元開発
及び評価の研究等を実施。
・パイロット校：能美中学校
・実践指定校：鹿川小学校，大古小学校

●「道徳教育改善・充実」総合対策事業
　学校と家庭や地域との連携による道徳
教育を推進するための実践研究を実施
・実施校：江田島中学校，切串小学校，
　　　　　江田島小学校

●人権教育総合推進地域事業
　学校，家庭，地域社会が一体となった
人権教育の総合的な取組を推進
・実施校：三高中学校，三高小学校，

●学力向上推進地域
　学力の課題を解決するための指導内容
及び方法に係る実践研究を実施
・実施校：大柿中学校，大古小学校，
　　　　　柿浦小学校

学校経営計画

による具体的な

取 組 ・ 方 策

Ｋ学校

学校経営計画

による具体的な

取 組 ・ 方 策

Ｊ学校

11校学校経営計画

による具体的な

取 組 ・ 方 策

Ｂ学校

学校経営計画

による具体的な

取 組 ・ 方 策

Ａ学校

各学校における学校経営計画による具体的な取組・方策

江田島市小中学校の教育水準の向上

　学校評価の結果に応じて，学校を支援することにより，一定水準の教育の

質を保証し，その向上を図る。配分する額は申請内容に応じて決定する。

（対象校　11校）

事業の内容

　各学校の平成29年度学校経営計画における具体的な取組・方策に対する

支援を行うために補助金を交付する。
事業の目的

継続事業
予算額　220万円学校経営支援事業
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● 関係機関，専門家等と連携した就学前の

教育相談の充実
● 就学時検診の実施
● 教育支援委員会の開催
● 専門家による教育巡回相談の実施
● 呉特別支援学校江能分級での教育相談の

実施

● 特別支援教育コーディネーター研修会な

どの実施

● 指導主事の派遣

● 専門家による講演会の実施

● 特別支援教育の理解における保護者との

連携

● 特別支援教育に関する情報提供の充実

● 市費講師，学生支援員の配置による支援体

制の整備
● 校内委員会の設置・充実
● 教材，備品の充実
● 個別の教育支援計画及び個別の指導計画の

作成
● 特別支援学校との連携の充実

一貫した支援体制の整備 校内支援体制の充実

教員の専門性の向上
特別支援教育に
関する普及啓発

特別支援教育の推進
～一人ひとりのニーズに応じた教育的支援～

特別支援教育推進事業  予算額　191万円
継続事業

　ＬＤ（学習障害），ＡＤＨＤ（注意欠陥・多動性障害），高機能自閉症等

（以下「ＬＤ等」）を含む障害のある幼児・児童・生徒に適切な指導や必要

な支援を行うとともに，一人ひとりの教育的ニーズに応じたきめ細かな教育

を実施する。

事業の目的

事業の内容

事業の目的

事業の内容

 小学校での英語科の実施に向け，外国語指導助手（ＡＬＴ）を１名増員し

３名体制とし，小学校における外国語活動及び中学校における英語教育の充

実を図るとともに，ネイティブな発音にふれ，外国の文化や習慣と慣れ親し

むことを目的に実施する。

国際教育事業
拡充事業

予算額　1,439万円

中学校における英語教育

小学校における外国語活動

● 言語や文化に対する理解の深化
● 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成
● コミュニケーション能力（聞くこと・話すこと・読むことなど）
　の基礎の育成
● 国際感覚を養う
● 授業内容の充実

● 発達段階に応じた授業

● 言語や文化に対する体験的な理解

● 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成

● 外国語の音声や基本的な表現への慣れ親しみ

小学校から中学校への

円滑なバトンタッチ

英語教育の充実により子どもの国際感覚を養う

スタートカリキュラム コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
素
地
を
養
う

　国や県の研究指定を受け，教育研究の充実と教員の資質向上を図る。

研究指定校事業 予算額　172万円
一部新規事業

事業の目的

事業の内容

●「学びの変革」パイロット校事業
　教科，総合的な学習の時間における
「課題発見・解決学習」に係る単元開発
及び評価の研究等を実施。
・パイロット校：能美中学校
・実践指定校：鹿川小学校，大古小学校

●「道徳教育改善・充実」総合対策事業
　学校と家庭や地域との連携による道徳
教育を推進するための実践研究を実施
・実施校：江田島中学校，切串小学校，
　　　　　江田島小学校

●人権教育総合推進地域事業
　学校，家庭，地域社会が一体となった
人権教育の総合的な取組を推進
・実施校：三高中学校，三高小学校，

●学力向上推進地域
　学力の課題を解決するための指導内容
及び方法に係る実践研究を実施
・実施校：大柿中学校，大古小学校，
　　　　　柿浦小学校

学校経営計画

による具体的な

取 組 ・ 方 策

Ｋ学校

学校経営計画

による具体的な

取 組 ・ 方 策

Ｊ学校

11校学校経営計画

による具体的な

取 組 ・ 方 策

Ｂ学校

学校経営計画

による具体的な

取 組 ・ 方 策

Ａ学校

各学校における学校経営計画による具体的な取組・方策

江田島市小中学校の教育水準の向上

　学校評価の結果に応じて，学校を支援することにより，一定水準の教育の

質を保証し，その向上を図る。配分する額は申請内容に応じて決定する。

（対象校　11校）

事業の内容

　各学校の平成29年度学校経営計画における具体的な取組・方策に対する

支援を行うために補助金を交付する。
事業の目的

継続事業
予算額　220万円学校経営支援事業
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指導・助言共同研究
江田島市教育委員会

【理科教育】

５万円

Ｃグループ

【さとうみ勉強会】

５万円

Ｂグループ

【五 省 塾】

10万円

Ａグループ

教育研究グループ

年間を通して

実践的研究

（例）

江田島市の核となる教員リーダーの育成

　複数校の教員で構成し，江田島市教育委員会の指導主事等の指導のもとに

研究を進める。
事業の内容

上や教職員としての資質・能力のさらなる向上に資する。

　教職員として求められる専門的な研究推進に向け，教職員が自主的に構成

する研究グループの活動を奨励・支援することにより，さらなる指導力の向
事業の目的

予算額　20万円
継続事業

教育研究グループ支援事業

　大柿高校の地域に根ざした教育活動及び中高連携の取組への支援を行う。

また，大柿高校生徒の通学バス定期代（１／２）の補助を行う。
事業の内容

　広島県立大柿高等学校（以下「大柿高校」）の魅力ある学校づくり及び中

高連携のために補助金を交付し，地域に根ざした教育活動の展開を支援し，

大柿高校の活性化を図る。

事業の目的

予算額　240万円
継続事業

大柿高校活性化事業

大
柿
高
等
学
校
の

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
へ
の
支
援

大 柿 高 等 学 校
地
　
域

地
域
学

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

○地域に根ざした教育活動

中
高
連
携

江田島中　能美中　三高中　大柿中

○ 学力向上

○ 進路指導

○ 生徒活動

○ 小中との連携

○ 通学バス

　 定期代補助

　中学生の実用英語技能検定４級以上の受検にかかる検定料を助成する。事業の内容

　江田島市立中学校在籍生徒に実用英語技能検定を積極的に受検させ，その

検定料を補助することを通して，生徒の英語能力の向上を図る。
事業の目的

予算額　67万円
継続事業

外国語指導事業

準２級以上

江田島市教育委員会が検定料を補助

３級 ４級

聞
く

読
む

話
す

書
く

生徒の
英語力
向上

事業の目的
　広島県立大柿高等学校（以下「大柿高校」）の魅力を高めるために補助金

を交付し，活性化に向けた取組を支援し，大柿高校の魅力化を図る。

大柿高校魅力化事業 予算額　456万円
継続事業

事業の内容

○　公営塾の運営に関すること（3,121,000円以内）

○　県内外下宿生徒の下宿代の補助に関すること（1,440,000円以内）
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指導・助言共同研究
江田島市教育委員会

【理科教育】

５万円

Ｃグループ

【さとうみ勉強会】

５万円

Ｂグループ

【五 省 塾】

10万円

Ａグループ

教育研究グループ

年間を通して

実践的研究

（例）

江田島市の核となる教員リーダーの育成

　複数校の教員で構成し，江田島市教育委員会の指導主事等の指導のもとに

研究を進める。
事業の内容

上や教職員としての資質・能力のさらなる向上に資する。

　教職員として求められる専門的な研究推進に向け，教職員が自主的に構成

する研究グループの活動を奨励・支援することにより，さらなる指導力の向
事業の目的

予算額　20万円
継続事業

教育研究グループ支援事業

　大柿高校の地域に根ざした教育活動及び中高連携の取組への支援を行う。

また，大柿高校生徒の通学バス定期代（１／２）の補助を行う。
事業の内容

　広島県立大柿高等学校（以下「大柿高校」）の魅力ある学校づくり及び中

高連携のために補助金を交付し，地域に根ざした教育活動の展開を支援し，

大柿高校の活性化を図る。

事業の目的

予算額　240万円
継続事業

大柿高校活性化事業

大
柿
高
等
学
校
の

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
へ
の
支
援

大 柿 高 等 学 校
地
　
域

地
域
学
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ネ
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タ
ー

○地域に根ざした教育活動

中
高
連
携

江田島中　能美中　三高中　大柿中

○ 学力向上

○ 進路指導

○ 生徒活動

○ 小中との連携

○ 通学バス

　 定期代補助

　中学生の実用英語技能検定４級以上の受検にかかる検定料を助成する。事業の内容

　江田島市立中学校在籍生徒に実用英語技能検定を積極的に受検させ，その

検定料を補助することを通して，生徒の英語能力の向上を図る。
事業の目的

予算額　67万円
継続事業

外国語指導事業

準２級以上

江田島市教育委員会が検定料を補助

３級 ４級

聞
く

読
む

話
す

書
く

生徒の
英語力
向上

事業の目的
　広島県立大柿高等学校（以下「大柿高校」）の魅力を高めるために補助金

を交付し，活性化に向けた取組を支援し，大柿高校の魅力化を図る。

大柿高校魅力化事業 予算額　456万円
継続事業

事業の内容

○　公営塾の運営に関すること（3,121,000円以内）

○　県内外下宿生徒の下宿代の補助に関すること（1,440,000円以内）
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ＩＣＴ教育事業
継続事業

予算額　133万円

事業の目的
　情報活用能力など社会の変化に対応するための子どもの力を育むため，情

報教育機器の整備，拡充を図り，教師のＩＣＴ指導力の向上を図る。

　指導者・学習者の両面から活用が可能な情報端末（デジタルペン等）を用

いた授業実践の研究を積極的に推進する。
事業の内容

・導入内容　平成26年度　タブレット端末45台

　　　　　　平成28年度　デジタルペン（80本）

○モデル校事業

　ICT機器を活用した授業実践，活用の

研究及び活用事例集を作成。

モデル校：中町小学校，大柿中学校

　小中学校の教育研究会視聴覚部会に

おいて，ICT機器の活用の研究を実施。

ＩＣＴ活用事業
新規事業

予算額　540万円

事業の目的
　校務でICT機器を効果的に活用することにより，教員の事務負担を軽減

し，子どもたちと向き合う時間を確保する。

　校務支援システムの導入により，事務処理の平準化・効率化を図り，教職

員が子どもたちと向き合える時間を確保する。

　また，児童生徒情報の一元化により情報セキュリティリスクを低減させる

と同時に，多元的な情報活用を可能とし，教育の質の向上を図る。

事業の内容

デ
ー
タ
の
利
活
用

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

指導の充実・教育の
質の向上

子どもたちと向き合
う時間を確保

⑱

灘尾基金国際交流支援事業
継続事業

予算額　40万円

事業の目的
　広島県立大柿高等学校（以下「大柿高校」）が行う，台湾姉妹校生徒との

交流活動のために補助金を交付し，大柿高校の教育活動を支援し，グローバ

ル人材の育成を図る。

事業要件及び対象

○　大柿高校生徒の台湾渡航に係る費用

○　大柿高校生徒の宿泊に要する費用

○　台湾姉妹校生徒に係る経費

　　（渡航及び宿泊の費用を除く。）

○　交流活動に係る経費

事業の目的
　小中学校からのお知らせや緊急・不審者情報等のメール配信を保護者等に

一斉に送信し，子どもたちの安全を守るとともに，学校の教育活動を積極的
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ＩＣＴ教育事業
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⑱
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㉑⑳

通学支援事業
継続事業

予算額　5,078万円

事業の目的

事業の内容

　統合後の通学支援：統合等により遠距離通学となった児童・生徒への通学

支援をする。

　中学校生徒遠距離通学支援：遠距離自転車通学中学校生徒に対し通学時の

安全対策のため，路線バス定期の補助を行う。

里海学習推進事業
継続事業

予算額　195万円

事業の目的

事業の内容

　「里海」を教育資源ととらえ，江田島市ならではの「特色ある教育」とし

て実施する。自然に直接触れ，海辺の生物を観察する体験活動や調査・研究

活動（科学研究）などを通じて，ふるさとの自然に対する知的好奇心や探究

心を育み，問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度

を育てる。

理科教育推進事業
新規事業

予算額　20万円

事業の目的

事業の内容

　小中学校の理科教育を総合的に推進するため，小中学校が，大柿自然環境

体験学習交流館（以下「さとうみ科学館」という。）と協働することにより

理科学習を実施することで，教員の指導力と理科授業の質の向上を図り，自

然体験・科学体験の充実を通して，児童生徒の科学への興味・感心を高める

とともに，学力向上を図る。

統合後の通学支援
切串小学校（１区間）

　差須浜・大須・幸ノ浦・エセギ・タカノス

　（スクールバス）

江田島小学校（６区間）

　飛渡瀬・江南（路線バス），秋月（路線バス），

　小用（路線バス）

　津久茂（スクールバス），大原官舎（スクール

　バス），石風呂・旧宮ノ原小（スクールバス）

中町小学校（１区間）

　高田（スクールバス）

鹿川小学校（１区間）

　是長・沖（路線バス・スクールバス）

三高小学校（１区間）

　美能（路線バス）

大古小学校（２区間）

　深江（路線バス），大君（路線バス）

中学校生徒遠距離通学支援
江田島中学校（４区間）

　差須浜・大須・幸ノ浦・エセギ・タカノス

　・切串（スクールバス）

　飛渡瀬・江南・鷲部・中央（路線バス），

　津久茂・宮ノ原（路線バス），秋月（路線バス）

　※自転車通学なし

能美中学校（３区間）

　是長・沖の一部（路線バス・スクールバス）

　鹿川の一部（路線バス），高田の一部（路線

　バス）

三高中学校（１区間）

　美能（路線バス）

大柿中学校（３区間）

　小古江の一部（路線バス），深江の一部（路線

　バス），柿浦・大君の一部（路線バス）

事業の目的 　児童・生徒の安全の確保といきいき学び，活動できる学校づくりを進めて

いくため，学校施設の耐震化及び大規模改修を計画的に進める。

　また，教育環境充実のため，普通教室及び特別支援教室に順次空調設備を

設置する。

・大柿中学校渡り廊下耐震改修工事（平成28年度繰越事業）

・大柿中学校空調設備設置工事（平成28年度繰越事業）

・大柿中学校武道場吊天井耐震改修工事

・三高中学校空調設備設置工事

事業の内容

学校教育施設整備事業 予算額　29年度 4,200万円・28年度繰越分 5,869万円
一部新規事業

耐震診断結果に基づく

耐震補強設計及び

大規模改修工事設計

耐震補強及び
大規模改修工事

大柿自然環境体験学習交流館（さとうみ科学館）

科学的探究心の醸成や理科学習に対する意欲向上，児童生徒の学力向上

地
域
の
自
然
を
教
育
に
活
か
す

〈学校教育事業〉
「理科センター」としての役割

〈社会教育事業〉
「自然史博物館」としての役割

○江田島里海学習（マリン・アドベンチャー）
　の実施
○授業支援（生活科・理科・総合）
○科学フェア・イラストコンクールの実施
○職場体験・修学旅行などの受入
○教職員研修（理科部会など）
○教材・教具の開発　　　　　　　など

○自然観察会・研修会の実施
○関係機関との連携事業（出前水族館など）
○生物・資料の展示普及
　　　　　　　　（ハンズ・オン展示など）
○生物調査・海岸状況調査
○標本・資料の収集・保管
○学術発表・広報活動　　　　　　など

○理科授業の質の向上

○理科研修講座の実施（教員の指導力向上）

○理科系クラブ・部活動の支援

協働
大柿自然環境体験学習交流館
（さとうみ科学館）

各小中学校
市小・中学校教育研究会

理科部会
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事業の目的

事業の内容

　　　　　　　　市内の小・中学生から，人権をテーマとした作品を募集し，児童・生徒の

　　　　　　　人権感覚を育むとともに，応募作品を基に人権啓発冊子を作成し，人権教育

　　　　　　　及び啓発資料として広く活用する。

人権に関する作品募集事業 予算額　50万円
継続事業

応募資格  －江田島市内の小・中学生

作文の部 ポスターの部選考・表彰

人権啓発冊子の作成
作品・ポスター各部の優秀・入選作品

　児童・生徒に対して，身近な人権課題の再認識を促す。

　児童・生徒の人権感覚・視点を基とした啓発資料の活用は，
大人たちへの強いメッセージと成り得る。

○日常生活での人権問題
　に視点をあてた作品
○４００字詰め原稿用紙
　５枚以内

人権擁護委員等から
なる選考委員会組織
による選考と表彰

○日常生活での人権問題
　に視点をあてた作品
○四つ切か八つ切画用紙
○作品中に標語挿入

事業の目的

事業の内容

生涯学習推進事業 予算額　113万円 
継続事業

 これからの生涯学習の推進と市民一人ひとりが生き生きと前向きな生活が

送られるよう，講演会などを開催する。

事業の目的
　家族が温かく支え合う愛情豊かな家庭が築けるように関係機関と連携し，

学習機会を提供する。

事業の内容

家庭教育推進事業 予算額　74万円
継続事業

きめ細やかな家庭教育支援

『親の力』を学びあう学習プログラム
家庭教育支援講演会・家庭教育事業助成

家庭の教育力向上

◎基本的生活習慣や生命を尊重する心を育成する機会の提供
◎生活や人間形成の基盤となる読書力の向上支援
◎親が参加する機会を活用した学習機会の提供
◎父親の家庭教育参加を考える機会の提供
◎インターネットトラブル対策を考える機会の提供

事業の目的

事業の内容

人権学習講演会開催事業  予算額　101万円
継続事業

 一人ひとりが，互いに認め合い尊重できる「人権感覚豊かな」人間性を育

むことにより，誰もが住んでよかったと思うまちづくりを目指す。

人 権 学 習 講 演 会
人権感覚に溢れた社会実現

多様な人権課題

「学び」・「考え」一人ひとりが自らの
生き方を見つめ直し，人権意識の

醸成を図る

女性    子ども   高齢者　障害者   同和問題   
アイヌの人々　外国人   

HIV 感染者・ハンセン病患者，元患者　
刑を終えて出所した人　 その他
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事業の目的

事業の内容
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人 権 学 習 講 演 会
人権感覚に溢れた社会実現

多様な人権課題

「学び」・「考え」一人ひとりが自らの
生き方を見つめ直し，人権意識の

醸成を図る

女性    子ども   高齢者　障害者   同和問題   
アイヌの人々　外国人   

HIV 感染者・ハンセン病患者，元患者　
刑を終えて出所した人　 その他



事業の目的

事業の内容

　保護者が就労などにより，昼間家庭にいない児童に対して，放課後や夏休

みなどの長期休業中に，適切な遊びや生活指導を行い健全な育成を図る。

放課後児童健全育成事業
継続事業

予算額　5,411万円

◆対象児童
　　保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生
◆実施場所

開所日・時間
●年間250日程度
●保護者ニーズに応えるため
　毎月１回程度土曜日に開所
　(授業日) 放課後～午後6時
　(休業日) 午前8時～午後6時

保護者負担金
　月額 3,000円（８月は5,000円）

江田島第 1 児童クラブ
江田島第 2 児童クラブ
切串児童クラブ
中町児童クラブ
高田児童クラブ
鹿川児童クラブ
三高児童クラブ
大古児童クラブ
柿浦児童クラブ

江田島小学校内
江田島小学校内
切串小学校内
中町児童館内
高田児童館内
鹿川小学校内
三高小学校内
大古小学校内
柿浦児童館内

放　課　後　児　童　ク　ラ　ブ

㉕㉔

地域コミュニティの拠点施設地域コミュニティの拠点施設

 江田島地区
成人講座

青少年講座

高齢者大学 など

 能美地区
成人講座

家庭教育講座

高齢者大学 など

 沖美地区
成人講座

親子体験教室

高齢者大学 など

 大柿地区
成人講座

親子体験教室

高齢者大学 など

事業の目的

事業の内容

公民館管理運営事業  予算額　9,307万円
継続事業

　住民に身近な生涯学習施設として，住民のニーズを的確に把握し，地域の

課題解決に向けた取り組みを行うとともに，地域文化の継承や更なる発展を

目的に文化・芸能活動を行う団体を支援する。また，各公民館で高齢者大学

を開設し，生涯を通して元気で豊かな生活が送れるよう学習の支援や交流の

場を提供する。

事業の目的

事業の内容

 市民の文化芸術に関する意欲的な創作発表を奨励し，自主性と創造性を発

揮する場を提供する。

 また，文化芸術活動・文化財等を鑑賞し親しむ機会を積極的に提供するこ

とで，市民の文化芸術意識の高揚を図る。

美術展開催事業 予算額　157万円
継続事業

江田島市関係者を対象に作品を公募

絵画　彫塑工芸　書　写真

小・中学生・高校生を対象に作品を公募

絵画　書

ミニコンサート

特別企画・展示

江田島市美術展

作品選考・展示

「自主性・創造性の発揮」「文化意識の向上・豊かな心の育成」

予算額　82万円
継続事業

文化・芸術鑑賞事業

事業の内容

豊かな
感　性

文化活動
の推進

芸術を
愛する心

優れた
作　品

青少年
芸術鑑賞
事業

事業の目的 　子どもたちが本物の舞台芸術や伝統文化に触れる機会を設け，豊かな感性

や想像力などを養う。
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㉗㉖

事業の目的

事業の内容

市民スポーツ振興事業
 予算額　813万円

継続事業

　江田島市スポーツ推進計画に基づき，市民のスポーツ活動を支援し，誰も

が気軽にスポーツを楽しむ場を提供することにより，体力・健康づくりはも

ちろんのこと，世代間の交流促進や青少年健全育成，社会基盤としてのスポ

ーツコミュニティの醸成を図る。

事業の目的

事業の内容

ふるさと再発見事業
 予算額　340万円

新規事業

　ふるさとの歴史を題材とした講座の開催や，歴史の記憶である古写真の収

集・活用など，‘歴史’をキーワードとした事業を展開し，ふるさとに再度

目を向けてもらうことで，その素晴らしさを再発見してもらう機会とする。

郷土の
偉人紹介

ふるさと
再 発 見

歴史講座 古写真
収集・活用

文化財
整理・活用

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
支
援

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
助
成 

等

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
提
供

誰
に
も
や
さ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー 

等

市民スポーツ活動の支援
体育協会への助成 等

生涯にわたるスポーツライフ
総合型地域スポーツクラブ

「江田島eスポーツクラブ」への運営支援 等

ささえる
スポーツ

する
スポーツ

体 力 つ く り
世 代 間 交 流

スポーツコミュニティの醸成

みる
スポーツ

伝統文化継承事業
予算額　58万円

継続事業

事業の目的

事業の内容

　伝統芸能や文化財など郷土の貴重な財産を保存し，次の世代へ継承する責

務を果たすとともに，これらを広く市民へ紹介していくことで，郷土の歴史

や伝統文化への関心と理解を深めていく。

伝統芸能の保存・継承

伝統芸能保存会への助成

文化財の保存

古民具の整理・保存

郷土で古くから使われてきた民具等を整理補修

「文化財産への関心」と「豊かな人間性」

次世代への継承

伝統芸能の重要性と技術

事業の目的

事業の内容

　利用者が安心して施設・設備を利用するための維持保全を行うとともに，

地域における読書活動の中核的役割を担い，かつ定期的に住民が集える地域

コミュニティの場としての役割を果たすための様々な方策を実施する。

図書館管理運営事業
 予算額　3,280万円

継続事業

地域コミュニティ 読書活動の推進

資料の充実
　○様々なニーズへの対応
　○児童図書の充実
　○郷土資料の収集
　○視聴覚資料の充実

システムの充実
　○図書館管理システムの利用
　　による窓口業務の効率化
　○広島県立図書館との連携

資料の充実
　○施設の維持保全と安全確保
　○郷土資料室の有効活用

企画・サービスの充実
　○青少年層の利用促進（スタンプラリー・子ども司書養成 等）
　○定期的に住民が集う場（ふれあい広場・図書館フェスタ 等）
　○強調月間等を通じた啓発
　○児童文学雑誌『小鳥』発行
　○関係サークルの育成
　○広域利用サービス（広島広域都市圏）
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事業の目的

事業の内容
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第２編　学校教育

㉘

事業の目的

事業の内容

　市内にある８プール（学校プールを含む）を夏休み期間中に開放し，市民

の健康づくり，体力つくり，生涯スポーツの振興を図る。

市民プール開放事業 予算額　1,958万円
継続事業

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

委
　
託
　
業
　
者

現
場
管
理
責
任
者（
１
名
）

江田島地区
　大原プール
　切串小プール
　江田島小プール

沖美地区
　三高小プール

大柿地区
　大古小プール

能美地区
　高田プール
　鹿川小プール
　能美中プール

すべての施設に，現場責任者１人，
管理人２人配置（大原，江小は３人）

㉕

事業の目的

事業の内容

マラソン大会開催事業
予算額　260万円

継続事業

 「潮風とともに走るふれあいマラソン」をテーマに，子どもから高齢者を

対象に開催する。参加者に走る楽しさを感じてもらい，健康づくりへのきっ

かけを提供するとともに，一方で日本陸連公認のハーフマラソン種目を設け

るなど競技力の向上にも資する。また，地元ボランティアによる協力と，市

外に対して特産品のＰＲを行うことで，地元住民と都市との交流したまちお

こしイベントとして，江田島市の魅力を発信する機会とする。

ヒロシマMIKANマラソン大会

マ ラ ソ ン

産 業 ま つ り

コース
　大柿町～能美～沖美
　 1kmファンラン
　 3km・5km・10km
　 一般ハーフ
　 公認ハーフ

走る楽しさ
体力つくり
競技力向上
まちづくり

ふるさと特産品等の販売


